美容術 を やって いる 田 村 スマ子 女史 は山ノ 手に 近代 

風な ささやかな ビュ ティ • サロン を 営んで、 美しい モ 

ダ アン • マダムた ちに ご 奉仕して いた。 そして 彼女の 

夫の 田 村 英介氏 は 才能 ある にもかかわらず 不幸に して 

まだ 無名の 文士で はあった が、 スマ子 女史が つねに 「彼 

氏 浮気 もの」 と 称して いる だけにな か/ \ 各 方面に 発 

はんもん 

展 して スマ子 女史に 愉快な 煩悶 をと きどき 提供す るの 

であった。 

すでに スマ子 女史と 英介 氏が 結婚して 数年に な つ て 



いたが、 いまだ かって 二人 は、 ちょいと 拗ねたり、 お 

小使いがなくて すこしば かり 憂鬱に なること は あ つ て 

も、 こんにち かぎ リ僕は 君と わかれる、 とか、 そんな 

に 君が 云 うんなら 妾 でて 行きます などと 夫婦で いさ 

かうよう な こと をした ことが な い の だ。 

スマ子 女史 は英介 氏と 結婚して 東京の 郊外に 文化 住 

宅 を 借りて 棲んだ ところ、 最初に 彼女 を 煩悶 さす 事件 

があった。 それ は英介 氏の むかし 馴染みの 女 友 だち が 

たずねて やって きて、 英介氏 を 郊外の 酒場へ さそった 

り、 彼女た ちの ァ バルト マンで ポ— 力— を 一晩中 やつ 

たり、 英介 氏に タキ シ— ドを 着せて テツ フィン (レス 



ト ラン) に 連れ だしたり したから だ。 

そんなと き スマ子 女史 は、 彼女の 「彼氏 浮気 もの」 

を 待つ あいだ を 英語の 勉強 をしたり 寝台のう えで 体操 

をしたり 日本の 作家の 有名な 小説 を 読んだり している 

が 「彼氏 浮気 もの」 が、 にこ/ \ わらいながら かえつ 

て くれば、 悦 しくな つて、 なにしろ 彼 は 可愛い いので、 

だが すこしば かり 眼に 涙 をた めて、 

—— おかえり！ 英 ちゃん！ 君が 妾 を 待た すなん て 

けしからんな あ！ 

—— ごめんね、 これから は 二 どと、 あんな 女と でかけ 

ない よ。 僕 あ、 よくなかった ね。 



ほどう 

ス トリ— ト-ガ —ル であった、 辅 道の ァヴ アンチ ュ — 

ル にかけ て は 華やかな 近代 娘の 典型であった 四 家 フユ 

はしご 

子が、 赤い 梯子 を 登った の だ。 

粋な 銀座の 裏 街の ホテルの 一室で —— ええ、 そうよ。 

妾 は 浮気が 商売よ。 と、 当代の 男性に とっての 理想の 

女性 は 脚部の 肉色の デ コル テを紊 して 云 つ た。 

いままで ソファの 底に 沈んで、 情婦の つくって くれ 

た あたたかい ラム • パンチ をのんで いた 田 村 英介氏 は 

四 家 フユ子の デコルテの 紊れに 強い 感情 を 乱されて、 

—— おまい、 僕と 別れた いんだろう —— 

—— ノン、 あなたが 妾 を 囲い ものにする からさ。 



—— だが、 浮気の 道 を 封ず る こと は 男の 特権 だからな。 

II お 可 笑な 生理学 なんか 妾、 知らない。 

しかし 四家フ ュ 子 は英介 氏の 腕輪の なかに 障害 馬の 

ように 飛 こむ と、 棕櫚の 毛皮の ような 髪の毛 を 乱雑に 

力 ー ル した 黄色い 額の 波打 際 を 仰向けに して、 ずる そ 

うに 彼に わらい かけた。 

—— クリスマス. イブ は、 おまいの 古巣へ 行って 踊る 

ゝ o 

力 

—— タ ムラ、 あなたの 贈リ もの は？ 

銀色の 絞られた 水平線まで 彼女 は片脚 あげて、 恋愛 

の 条約に よる 奥の手 を英介 氏に ひらめかす のであった。 



きて、 スト -— ブ のまえ で うずくま リ ながら、 

—— お 仕事で きたらし いわねえ。 い いわねえ。 力 

フ ェ ー でも いれます か？ 

—— ありが と。 

スマ子 女史 は ワイシャツの 縫目から ミス • フランセ 

の コバルトの 細卷を とりだして 火 をつ ける と、 蒸気の 

すいまつ 

こもった 部屋に 水沫 のように 緑色の 煙 を 吐き出して、 

—— だが、 人に 聞く と 君 はち かごろ 恋の テク 二 ックに 

夢中なん です つて？ ほんと？ 

うそ だよ。 

カフェ —を 沸かしながら 彼女 は 卓上電話 をと ると、 



まど 

もつ 魅惑に 蠱 わされて しま つたの だ。 

あら、 それが どうしたっての？ もっとも 櫓 原 さ 

んの ダンス は 玉 置さん 仕込み だけあって ボ— ルが 板の 

間につ いていて わる か あないけ ど。 

—— 僕 はね、 あの 小説家の 櫓 原 氏の ように 正確な ダン 

スで なくっても、 もっと セン ジュ アルな ので もい いん 

だが、 君から 習いた いんだけ ど。 

それから どうす るの。 

クリスマスの 夜に それ を 適宜に 用いようと 思う の 

だけど 。 

—— 妾 t しい わ。 そんな ことに かまつ てられません。 



スマ子 女史が 苦 わらいして 立 あがった。 午前 九 時に 

やってくる 月 極の タク シ ー がすで に 玄関 わきで 彼女の 

出勤 を 待って いた。 
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午後 五 時す ぎに 田 村英介 氏の 部屋の 卓上電話が、 

ジャバ の 女の 快楽のと きの 悲鳴に 似た ときのこえ を あ 

げる。 

受話器 をと りあげる。 スマ子 女史の わらい 声が こだ 

まする。 彼女が 電話の 気分 を 出そう ためにいた ずらに 



フォックス • トロット を かけて いる。 「ハ 口—」 「うん 

—— 。」 「なに をして るの？」 「近代 生活 を 読んで いる ご 

「妾、 銀座 へ 夕餐を とりに 行く のよ ご 「ど ぅぞ 」 

「君つ きあつて くれない ご 「o • K」 「そんなら タ クシ ー 

で 誘います よご 

タ クシ— が 日 比 谷 かいわいまで やってく ると スマ子 

女史 は ハンド • バ ッグ から 口紅 を とりだし てお 化粧 を 

はじめた。 

—— おしゃれ かい。 

そうよ、 口紅ぐ らいつ けなく ちゃ ネオン . サイン 

にたいして すまない わ。 



すでに、 くるまが 尾 張 町の 交換 地帯で 停止して いた。 

—— タイガ— で 支那 料理 はどう？ 

—— そういえば タイガ— の 入口の 電飾 はにん しんした 

いれずみ 

支那 女の 入墨の あるお 腹みたい だぜ。 

ハイ • ヒルの 靴 を 支那 女の 腹部に 背 をみ せる と、 機 

械 色の スカ— ト のなかで 小 きざみに 足 並 を そろえて 彼 

女が あるき だした。 

—— フジ • グリルの ビフテキ は？ 

ヽヽ o 

レレォ 

街の コ —ナ ー から 灰色の 影 を 消して 彼氏と 彼女 はフ 

ジの 二階に さっさと 登って 行った。 そこの 卓子の 一隅 



いって？ いや 待ちた まえ、 すぐ 行く。 貴 嬢の ご機嫌 

奉仕 をつ かまつ る。 じ や 待って いて くれる か 

そいつ はありが たい。 香料 は 今晩は ミモザが よか あな 

レ 力 」 

卓子で は スマ子 女史が ビフテキに 銀色の ナイフ を 深 

く 惨 ませて 云 つ た。 

—— 浮気？ 

さう だ。 

_ じ や 妾、 ここ を 出て フロリダで ー踊リ してから 

帰って います わ。 

—— ああ。 
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